
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄媒体に添加された少なくとも１つのインジケータを使う前記洗浄媒体による

洗浄プロセスの制御、調節及び のための方法において、
　 剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
くとも１つのインジケータの濃度を によって、前記洗浄プロセスの
少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータが調整され、少なくともパラメータ調
整が さ
　　

　　

ことを特徴とする、洗浄媒体に添加され
た少なくとも１つのインジケータを使う前記洗浄媒体による

洗浄プロセスの制御、調節及び のための方法。
【請求項２】
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家庭用
自動食器洗い機における 記録

洗
測定して比較すること

記録 れ、
洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対して設定されるパラメータは、洗

浄媒体の温度及び /又は量及び /又は前記洗浄媒体への添加剤の添加の少なくとも１つの時
点及び少なくとも１つの量及び /又は洗浄すべき品物に対する洗浄媒体の適用の持続時間
及び /又は強度であり、

測定の比較から、食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去されたインジ
ケータすなわち様々な汚れタイプによって吸収された又はこれらに付着したインジケータ
の量がもとめられ、食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去された１つ又は
複数のインジケータのもとめられた量に基づいて前記洗浄プロセスの少なくとも１つの部
分ステップに対する前記パラメータが調整される

家庭用自動食器洗い機におけ
る 記録



　洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
くとも１つのインジケータの濃度を測定 することによって、洗浄プロセスの既に
実行中の部分ステップ及び /又は少なくとも１つの後続の部分ステップに対するパラメー
タが調整されることを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　洗浄媒体は固体の形態及び /又は液体の形態及び /又はガス状の形態及び /又はこれらの
形態の混合物において存在しうることを特徴とする、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
くとも１つのインジケータの濃度の測定及び /又は洗剤と少なくとも１つのインジケータ
とを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の測定が、洗浄プロセスの部分ステップ
の実行中に実施されることを特徴とする、請求項１～３のうちの１項記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つのインジケータの添加の後で洗剤と少なくとも１つのインジケータとを
有する洗浄媒体から成る混合物における少なくとも１つのインジケータの濃度の測定が実
施され、洗浄すべき品物に対する洗浄媒体の適用の後で洗剤と少なくとも１つのインジケ
ータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少なくとも１つのインジケータの濃度の
少なくとも１回の更なる測定及び /又は洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する
洗浄媒体から成る現存する混合物の量の少なくとも１回の測定が実施され、前記測定の比
較から洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物から除去
された少なくとも１つのインジケータの量がもとめられ、洗剤と少なくとも１つのインジ
ケータとを有する洗浄媒体から成る混合物から除去された少なくとも１つのインジケータ
のもとめられた量に基づいて洗浄プロセスの既に実行中の部分ステップ及び /又は少なく
とも１つの後続の部分ステップに対するパラメータが調整され、少なくともパラメータ調
整が記録されることを特徴とする、請求項１～４のうちの１項記載の方法。
【請求項６】
　洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
くとも１つのインジケータの濃度の更なる測定及び /又は洗剤と少なくとも１つのインジ
ケータとを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の測定は、洗剤と少なくとも１つ
のインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物の排出プロセスの際に行われることを
特徴とする、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　少なくともパラメータ調整の記録は洗浄プロセスに対する制御機器のメモリ媒体におい
て行われることを特徴とする、請求項１～ のうちの１項の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、洗浄媒体に添加された少なくとも１つのインジケータを使う洗浄媒体による
家庭用自動食器洗い機における洗浄プロセスの制御、調節及び記録のための方法に関する
。
【０００２】
　ＤＥ -ＯＳ４４１５８２３から家庭用自動食器洗い機に対して次のような方法が公知で
ある。すなわち、洗浄液に添加されたインジケータを用いて所定の汚れタイプが生じる際
に洗浄液の著しい色変化が発生し、この色変化がセンサ、例えばバイオセンサ、測光セン
サ又は超音波送受信センサによって検出され、この色変化の強度が測定される方法が公知
である。
【０００３】
　様々な汚れタイプに対して必要不可欠なインジケータ添加は、洗浄液の複数回の変色を
もたらし、この結果、ＤＥ -ＯＳ４４１５８２３の方法においては多様な検出可能な汚れ
タイプ及びこれらの汚れタイプの強度が最終的にはもはや正確にはもとめられなくなる。
【０００４】
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して比較

６



　従って、本発明の課題は、簡単なやり方で洗浄媒体に添加された少なくとも１つのイン
ジケータを使う洗浄媒体による家庭用自動食器洗い機における洗浄プロセスの制御、調節
及び記録のための方法を提供し、この方法において正確な結果及び洗浄プロセスの少なく
とも１つの部分ステップに対するパラメータの正確な調整を可能にすることである。
【０００５】
　上記課題は、本発明によれば次のことによって解決される。すなわち、洗剤と少なくと
も１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少なくとも１つのイン
ジケータの濃度を測定して比較することによって、洗浄プロセスの少なくとも１つの部分
ステップに対するパラメータが調整され、少なくともパラメータ調整が記録され、洗浄プ
ロセスの少なくとも１つの部分ステップに対して設定されるパラメータは、洗浄媒体の温
度及び /又は量及び /又は洗浄媒体への添加剤の添加の少なくとも１つの時点及び少なくと
も１つの量及び /又は洗浄すべき品物に対する洗浄媒体の適用の持続時間及び /又は強度で
あり、測定の比較から、食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去されたイン
ジケータすなわち様々な汚れタイプによって吸収された又はこれらに付着したインジケー
タの量がもとめられ、食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去された１つ又
は複数のインジケータのもとめられた量に基づいて洗浄プロセスの少なくとも１つの部分
ステップに対するパラメータが調整されることによって解決される。
【０００６】
　洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物におけるイン
ジケータの濃度の測定は上記課題の要求を満たす正確な測定であり、この正確な測定によ
って後続の洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータの正確な調
整が可能である。繰り返して行われる測定及びパラメータの調整によって洗浄プロセスの
簡単な制御が可能である。個々の結果の記録によって、パラメータの調整に更に影響を及
ぼすこと、すなわち洗浄プロセスの更に正確な制御が可能である。従って、本発明によっ
て簡単なやり方で洗浄媒体に添加された少なくとも１つのインジケータを使う洗浄媒体に
よる洗浄プロセスの制御、調節及び記録のための方法が提供され、この方法において正確
な結果及び洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータの正確な調
整が可能となる。
【０００７】
　本発明の有利な構成によれば、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒
体から成る混合物における少なくとも１つのインジケータの濃度を測定して比較すること
によって、洗浄プロセスの既に実行中の部分ステップ及び /又は少なくとも１つの後続の
部分ステップに対するパラメータが調整される。洗浄プロセスの既に実行中の部分ステッ
プをも制御することによって、全洗浄プロセスの完全な制御、調節及び記録が保証される
。
【０００８】
　本発明の方法の多くの分野にわたる適用は、本発明の更に別の構成によれば、洗浄媒体
が固体の形態及び /又は液体の形態及び /又はガス状（気体）の形態及び /又はこれらの形
態の混合物において存在することによって保証される。
【０００９】
　全洗浄プロセスの完全な制御、調節及び記録は本発明の有利な実施形態によれば更に次
のことによって保証される。すなわち、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する
洗浄媒体から成る混合物における少なくとも１つのインジケータの濃度の測定及び /又は
洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の
測定が、洗浄プロセスの部分ステップの実行中に実施される。
【００１０】
　本発明の有利な実施形態によれば、少なくとも１つのインジケータの添加の後で洗剤と
少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少なくとも１
つのインジケータの濃度の測定が実施され、洗浄すべき品物に対する洗浄媒体の適用の後
で洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
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くとも１つのインジケータの濃度の少なくとも１回の更なる測定及び /又は洗剤と少なく
とも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の少なくとも１
回の測定が実施され、これらの測定の比較から洗剤と少なくとも１つのインジケータとを
有する洗浄媒体から成る混合物から除去された少なくとも１つのインジケータの量がもと
められ、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物から除
去された少なくとも１つのインジケータのもとめられた量に基づいて洗浄プロセスの既に
実行中の部分ステップ及び /又は少なくとも１つの後続の部分ステップに対するパラメー
タが調整され、少なくともパラメータ調整が記録される。洗浄すべき品物に対する適用の
前後の測定及びその測定値の比較によって上記課題により要求される正確な測定が簡単な
やり方で可能になり、これによって洗浄プロセスの上記課題により要求される正確な制御
が簡単なやり方で可能になる。ただ一度だけ繰り返される測定及びパラメータの調整によ
って洗浄プロセスの更に簡単な制御が可能になる。個々の結果の記録によってパラメータ
の調整に更に影響を及ぼすこと、すなわち洗浄プロセスの更に正確な制御が可能になる。
【００１１】
　本発明の方法の更なる簡略化は本発明の有利な実施形態によれば次のことによって得ら
れる。すなわち、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合
物における少なくとも１つのインジケータの濃度の更なる測定及び /又は洗剤と少なくと
も１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の測定は、洗剤と
少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物の排出プロセスの際に
行われる。
【００１２】
　洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対して設定されたパラメータは、洗浄
媒体の温度及び /又は量及び /又は洗浄媒体への添加剤の添加の少なくとも１つの時点及び
少なくとも１つの量及び /又は洗浄すべき品物に対する洗浄媒体の適用の持続時間及び /又
は強度であり、これらにより洗浄媒体による洗浄プロセスの重要なパラメータはカバーさ
れる。
【００１３】
　本発明の有利な実施形態によれば、少なくともパラメータ調整の記録は洗浄プロセスに
対する制御機器のメモリ媒体において行われる。これにより本発明の方法の更なる簡略化
が達成される。なぜなら、洗浄プロセスの制御のために既存の構成素子が付加的に使用さ
れるからである。
【００１４】
　本発明を次に家庭用自動食器洗い機の実施例に基づいて説明する。ここでは詳しくは記
述されない家庭用自動食器洗い機において、洗浄プロセス、すなわち食器洗いプログラム
は液体の形態で現存する洗浄媒体、すなわち食器洗い溶液によって実施される。全食器洗
いプログラムは、部分ステップ、すなわち通例のように５つの部分プログラムステップ、
部分プログラムステップ「前洗い（ Vorspuelen）」、部分プログラムステップ「洗浄（ Re
inigen）」、部分プログラムステップ「中間洗い（ Zwischenspuelen）」、部分プログラ
ムステップ「仕上げ洗い（ Klarspuelen）」及び部分プログラムステップ「乾燥（ Trockne
n）」を経過する。ここでは詳しくは記述されない家庭用自動食器洗い機において、洗浄
媒体による洗浄プロセスの制御、調節及び記録のための本発明の方法は簡略化された実施
形態において次のように適用される。
【００１５】
　部分プログラムステップ「前洗い」の間には、精確に注入された量の食器洗い溶液に汚
れタイプに応じてインジケータが添加される。このインジケータはパウダーとして又は液
体として食器洗い溶液に添加され、この食器洗い溶液に溶解する。ここで食器洗い溶液と
インジケータとから成る溶液における１つの又は複数のインジケータの濃度の測定が行わ
れる。この後で、ここでは詳しくは記述されない家庭用自動食器洗い機において、食器洗
い溶液の循環及び洗浄すべき品物への噴霧による供給によって洗浄すべき品物への食器洗
い溶液の適用が部分プログラムステップ「前洗い」の設定された持続時間にわたって実施
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される。洗浄すべき品物への食器洗い溶液のこの適用の間に相応のインジケータが相応の
汚れタイプによって吸収されるか又はこれに付着し、この結果、食器洗い溶液とインジケ
ータとから成る溶液における１つの又は複数のインジケータの濃度は低下し、この低下は
はっきりと測定できる。
【００１６】
　本発明では、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物
における少なくとも１つのインジケータの濃度の測定及び /又は洗剤と少なくとも１つの
インジケータとを有する洗浄媒体から成る現存する混合物の量の測定は、洗浄プロセスの
部分ステップの実行中に実施される。食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液におけ
る１つの又は複数のインジケータの濃度の低下は、ここでは詳しくは記述されない家庭用
自動食器洗い機では、部分プログラムステップ「前洗い」の終了時にのみこの家庭用自動
食器洗い機からの溶液の排出プロセスの際に食器洗い溶液とインジケータとから成る現存
する溶液の量の測定及び食器洗い溶液とインジケータとから成る溶液における１つの又は
複数のインジケータの濃度の更なる測定により検出される。これらの測定の比較から、食
器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去されたインジケータすなわち様々な汚
れタイプによって吸収された又はこれらに付着したインジケータの量がもとめられる。食
器洗い溶液とインジケータとから成る溶液から除去された１つ又は複数のインジケータの
もとめられた量に基づいて、食器洗いプログラムの後続の部分プログラムステップ「洗浄
」に対するパラメータが調整される。
【００１７】
　洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混合物における少な
くとも１つのインジケータの濃度の測定及び比較によって、本発明では洗浄プロセスの既
に実行中の部分プログラムステップ及び /又は少なくとも１つの後続の部分プログラムス
テップに対するパラメータが調整される。この実施例のここでは詳しくは記述されない家
庭用自動食器洗い機において、後続の部分プログラムステップに対するパラメータとして
、食器洗い溶液の温度及び量及び食器洗い溶液への添加剤の添加の時点及び量及び洗浄す
べき品物への食器洗い溶液の適用の持続時間及び強度が調整される。
【００１８】
　部分プログラムステップ「前洗い」において記述された測定プロセスは食器洗い溶液の
投入を有する部分プログラムステップ、「洗浄」、「中間洗い」及び「仕上げ洗い」にお
いて繰り返される。従って、完全に自動的な、個々の汚れタイプ及び汚れ量に適した食器
洗いプログラムが設定され、実施される。上述の方法では、パラメータの調整に更に影響
を及ぼすことをすなわち食器洗いプログラムの更に正確な制御を可能にするために、パラ
メータ調整が食器洗いプログラムに対する制御機器のメモリ媒体において記録される。
【００１９】
　従って、家庭用自動食器洗い機に対して記述された簡略化された本発明の方法によって
、本発明によれば、洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混
合物における少なくとも１つのインジケータの濃度の測定及び比較によって洗浄プロセス
の少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータが調整され、少なくともパラメータ
調整が記録される。洗剤と少なくとも１つのインジケータとを有する洗浄媒体から成る混
合物におけるインジケータの濃度の測定は上記課題の要求通りの正確な測定であり、この
正確な測定によって洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータの
正確な調整が可能である。個々の結果の記録によって、パラメータの調整に対して更に影
響を及ぼすことすなわち洗浄プロセスのさらに正確な制御が可能である。従って、本発明
によって、簡単なやり方で洗浄媒体に添加された少なくとも１つのインジケータを使う洗
浄媒体による洗浄プロセスの制御、調節及び記録のための方法が提供され、この方法にお
いて正確な結果及び洗浄プロセスの少なくとも１つの部分ステップに対するパラメータの
正確な調整が可能になる。
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